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研究成果の概要（和文）：本研究はコミュニケーションにおけるタクトの働きについて、言語・身体・パフォーマンス
の観点から理論的に分析するとともに、教育力育成と信頼の場の創出に資するようなタクト養成プログラム開発を行っ
た。理論研究としては、教育者と教育される側との相互作用がなされる「場」の創出という観点から分析することの必
要性について、東洋的な思想も取り入れた分析の必要について明らかにした。事例研究では、地域の子育て支援の関係
者から意見聴取を行った。また、「振り返り」活動を通した自己分析のまなざしの形成について、母親の言語活動を中
心に、子育てへの思いや日常の子どもとのコミュニケーションについて反芻する過程に注目し分析した。

研究成果の概要（英文）：This Project offers a theoretical analysis of the linguistic, corporeal aspects of
 the functioning of takt in communication, aiming at the development of a program for fostering takt as a 
means for creating an environment for nurturing learning ability and trust. This research has been to demo
nstrate that there is a need for a form of analysis that incorporates the insights of oriental philosophy,
 working from a perspective focused on the creation of an environment in which educators and those being e
ducated can mutually influence one another. We have conducted interviews with local people involved in chi
ld-rearing. Regarding the formation of a perspective of self-analysis through "reflective activity", we ha
ve conducted analysis focusing on the process of mothers' rumination, mainly in linguistic activity, in th
eir feelings about child-rearing and everyday communication with their children.
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１． 研究開始当初の背景 
児童虐待や育児不安など親の教育力の低下
が指摘される状況のなかで、親子間コミュニ
ケーションの質の向上が強く求められてい
る。子育て支援の質向上という点から、子育
てにおける親の認知過程に注目した研究と
しては、例えば注意深い観察（Parental 
Monitering ） の 研 究 が あ る (Peterson, 
Ewigmann & Kivlahan 1993)。だが親子間
コミュニケーションでは、認知だけでなく判
断、反応など様々な能力が複合的に働いてい
る。また、親は子どもに一方的に影響を及ぼ
すわけではなく（Goodnow & Collins 1990, 
朴・杉村, 2006）、双方の影響関係をみていく
必要がある(菅野 2001)。本研究では、その相
互の関係性を創る働きをもつタクトの観点
から、親の教育力（親力）を研究することと
した。タクトは状況に最も適切な判断を下す
ことのできる能力であり、とりわけ教師が具
えるべき判断・行為能力としての教育的タク
トは、教師が具えるべき「教育術の最高の宝
石」として、1802 年に J.F.Herbart が教師
養成の要として提示して以来、主に、教授学
や教育心理学、教育方法学の領域で研究され
てきた（Blochmann 1950, Muth 1962, 徳永
正直 2004)。しかし、タクトのもつ触覚やリ
ズム感覚の働き、感情制御や感情表現の機能、
言語の修辞的表現技法、パフォーマンスにみ
る演技的行為における表現能力など、人類学
や音響学、心理学、脳研究など、隣接する人
間諸科学において近年、注目を集め、タク
ト・ルネサンスのような状況を呈している。
タクトは教育的関係の成立要素として、欠く
ことのできない能力であると同時に、経験値
を上げていくことを通して、一種の「わざ」
として練磨可能なコミュニケーションの技
法であると考えられる。本研究では、研究代
表者がこれまで行ってきたタクトの働きと
その養成方法に関する思想史的・歴史人類学
的手法による研究成果をもとに、親子間の関
係の場の創出に着目し、教育力育成をタクト
の観点から研究しようという意図で進める
こととなった。 
 
２．  研究の目的 
本研究は、親の教育力（親力）育成のための
具体的かつ有効な方策を提示することを目
的としている。親子間コミュニケーションの
質の向上が求められるなかで、そのスキルに
関する情報は氾濫している。一方、親の教育
スキルに関する研究は心理学を中心として
領域ごとに別個に研究されてきており、各研
究の知見が関連づけられておらず、その全体
像を把握することが困難な状況にある。教育
スキルや判断・行動の能力、さらに教育観を
も含んだ親の教育力を体系的に捉える本研
究では、褒める・叱るに典型的にみられる親
の教育的思惟様式や自らの働きかけについ
ての反省（振り返り）の過程に着目し、タク
ト養成という観点から、親の教育力養成の支

援プログラム構築に向けた調査・研究を行う
こととした。具体的には以下の事項について
の調査研究および教育哲学・歴史人類学の観
点からの分析を目的として行った。 
1) 親の子どもへの働きかけというパフォー
マンスにおける親の感情制御と言語使用と
いう観点から、日本とドイツの間での文化比
較を行う。そこから、親の意識や教育観と、
文化的特性との関連についての分析を行う。 
2)タクトを一種の「わざ」として練磨する可
能性について、19 世紀以来の教育学における
思想系譜を改めて検討する。さらに、西田幾
多郎の「場」の思想をはじめ、技芸の修練に
みる経験値の向上という観点から、東洋思想
の伝統に根差したタクト養成プログラムを
構想する。 
3)今日、欧米圏でいわれるリーダーシップ養
成の観点と本研究での教育力育成とを照ら
し合わせて検討を加えることにより、感情制
御やイメージ訓練、パフォーマンス的思考法
による状況把握やヴィジョン形成など、ワー
クショップ形式でのタクト養成プログラム
の具体化を目指す。 
 
３．  研究の方法 
本研究は、タクトやわざの修練に関わる東西
の思想系譜を、親の教育力育成の観点から抽
出してくる理論的研究と、教育哲学的・歴史
人類学的な手法により、日独文化比較の観点
から、親子間コミュニケーションにおける感
情制御や言語による表現技法を、言語・身
体・パフォーマンスの観点から分析するエス
ノメソドロジーによる調査をもとにした分
析という大きく分けて２つの方法によって
進められた。日独の家庭における親子間コミ
ュニケーションについては、幸福感比較調査
で参与観察したデータの集積がある。さらに、
親への聞き取り調査も加え、本研究では、褒
める・叱るという場面に注目した調査を実施
するとともに、子育て支援の関係者に対する
聞き取り調査を実施した。また、リーダーシ
ップ養成プログラムの開発に携わるアメリ
カ、ドイツ、韓国の研究者に聞き取り調査を
実施し、文化的背景や組織集団の違いによっ
て、リーダーシップに対する捉え方、その養
成方法について、比較検討を行った。そのほ
か、ワークショップ形式での教育力育成のプ
ログラム開発を念頭に、幼稚園児および小学
校低学年児の子どもをもつ母親に２週間に
わたって、自らの親としての子どもとの関わ
りについて、感情、言語の表現の仕方や関係
の質について反省（振り返り）活動を実施し
てもらい、記録に取る作業を行ってもらった。
その日について振り返る作業と同時に、明日、
自分や子どもにかけたい言葉など、未来への
ヴィジョン形成や予期的なイメージを描く
作業を実際に行ってもらうことで、経験値を
向上させていくようなプログラム開発の手
掛かりを探る調査を行うこととした。 
 



４．  研究成果 
(1)理論研究の成果としては、タクトの働き
についてはこれまで、教育者側の教育状況の
理解や判断、行動の能力という観点からのみ
分析されてきたが、教育者と教育される側と
の相互作用がなされる「場」の創出という観
点から分析することの必要性について、東洋
的な思想も取り入れた分析の必要について
明らかにした。東洋的なわざの修練では、「経
験の地平拡大としての熟達過程」が重要視さ
れている。経験値を向上させていくための仕
組みとして、「場」のもつ意義は大きい。親
子間コミュニケーションを成り立たせてい
くには、その感情や言葉のやり取りの基盤と
なる「場」を創出していくことから始めなけ
ればならない。しかし、親が子に、あるいは
子が親にといった一方的な働きかけによっ
て、親子の間の「場」が成り立つわけではな
い。親は子との関わりを通して「親」となる
のであり、子もまた、親との関わりを通して
「子」となるのである。このいわば生物的な
意味での親が、親子という信頼の場を共有し
た実存的かつ社会的な意味での「親」となっ
ていく過程においては、その「場」の状況に
おける多義的かつ多様な意味を理解し、それ
に応答していくパフォーマンスの能力、言い
換えれば人類学的意味における演技的行為
の能力が求められる。それは、言葉による指
示や説明という次元だけでなく、言葉の彩や
ニュアンス、声色、表情、しぐさ、身振りな
ど、自己と他者の間の沈黙や言語を介さない
形で表現されるさまざまな要素が関係して
くる。「相手の存在に注目し認めるまなざし」
を送る、またそれを感じ取るという往還作用
について、雰囲気や気分など「場」を支え、
親子の「間（あわい）」からコミュニケーシ
ョンをとらえる視点の重要性が確認できた。
東洋的な思想を鏡としてこの主客身分ない
し自他共鳴の関係性を抽出してきたが、この
特質は必ずしも東洋のコミュニケーション
にのみ存在しているものではない。見様見真
似の学び（ミメーシス）や、演技的・儀礼的
な行為を通した相互行為については、人類学
的観点から、欧米圏でもフィールド研究の蓄
積がある。その意味で、人類学を広義の「人
類学的思考」として捉えて、その視座を親子
間コミュニケーションやタクトの働きの再
解釈に役立てていくことができるだろう。 
 
(2) 教育哲学的・歴史人類学的手法によるフ
ィールド調査のデータ分析を通して明らか
になったのは以下の諸点である。 
①ドイツにおいては、言葉を介した親子間コ
ミュニケーションに重点が置かれていたこ
と、また、親の態度や指示内容の伝達の際に、
親の権威を感じさせるアプローチが目立っ
た。他者への従順や規範意識の醸成という点
からの親の働きかけが言葉および態度から
明確に見て取れた。 
②日本はドイツに比較して、言葉を介したコ

ミュニケーションよりも、親子間に流れる雰
囲気や気分の醸成のためのアプローチに親
の側の工夫が鮮明にみられた。言葉かけにつ
いての親の配慮という点でも、ドイツでは指
示と事実説明を基礎としていたのに対し、日
本では、子ども感情や気分、その場の雰囲気
を整えていく点に重点を置く傾向にあった。
日本では情調的な親子間の基盤を形成する
方向へと親の意識が傾く傾向にあり、そのた
め非権威的態度で、友達や仲間のような調子
での働きかけを敢えて試みる様子が浮き彫
りとなった。 
③日独間の以上の相違は、子育て関連事業者
および親への聞き取り調査を通しても同様
にみられた。このことは、例えば、欧米型リ
ーダーシップ教育の基礎には個の確立に主
眼が置かれ、他者の認知と尊重が、自他の明
確な区別と対峙の緊張感に支えられ、自尊感
情を醸成していく点と深く関係している。 
 
(3)タクト養成については、米国・国際戦略
研究所 CSIS におけるリーダーシップ養成プ
ログラムなど既存のプログラムを検証した。
欧米のリーダーシップ研究も、組織運営論の
最近の研究や、国際的観点からの文化比較を
取り入れ、組織ないしシステムの実際への落
とし込みという観点から、近年では、リーダ
ーシップの様態の多様性に注目する方向へ
と向かってきている。先導型リーダーシップ
だけでなく調整型リーダーシップの意義を
検証する、あるいは、また、リーダーシップ
と不可分のフォロアーシップのあり様の分
析をする必要への認識も高まってきている
ことが分かった。本研究では、幼稚園児およ
び小学生をもつ母親への日本での調査をも
とに、母親が子どもとのコミュニケーション
を日誌形式で記録する「振り返り活動」に注
目したタクト養成プログラムを考案した。 
 
(4)場の創出と言語活動の関係についてドイ
ツの歴史人類学の分野で研究の進んでいる、
「儀礼的行動におけるパフォーマンスの模
倣（ミメーシス）としての学習過程について、
日独国際ワークショップを実施した。タクト
が家族とのコミュニケーションをはじめ日
常の儀礼的行動のなかでどのように養成さ
れていくかを中心に、歴史人類学研究的手法
による研究成果について討議し、タクト養成
プログラムの開発にさらに検討を加えた。日
独比較調査を通して明らかになった、言葉に
よる表現や感情の共有など、「場」の創出に
かかわる諸要素について、個別経験の振り返
りや、明日への期待や展望のイメージ化の際
に手掛かりとして押さえていくことが可能
となるようなプログラムの有効性を確認し
た。経験の省察にかかわる観点と、未来への
展望を思い描く際にかかわる観点とは密接
に関係している。この観点そのものを自覚化
し、振り返りと展望のイメージ化の過程を支
援するようなプログラムは、タクトに関する



研究の確立者と評価されるヘルバルトが、ラ
イプニッツの結合法に触発され、トポロジー
の働きを手掛かりに検討していたものでも
ある。親の教育力は、日々の子どもとのかか
わりをもとに、経験記述と将来展望の観点を
言語およびイメージによっていかに意識化
していくかという、経験把握の「わざ」の修
練・練磨の過程として捉えることが可能であ
り、東洋的な「わざ」修練を基礎とした養成
プログラムとして国際的に発信していく価
値がある。本研究の成果の一部は、ドイツ語
圏での招待講演および歴史人類学の専門家
による教育人類学事典「タクト」の項目の執
筆等を通して発信することができた。今後は、
国内外でのワークショップ方式での発信を
重ねつつ、調査とワークショップを連動させ
たプログラムの精密化が重要だと考える。 
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